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協 議 概 要 

  

（１）再編移転病床に係る実績報告について 

 

本会議の協議事項については、国民健康保険八代市立病院廃止に伴う医療機能再編計

画フォローアップ会議設置要領の第２条に下記のとおり記載されている。 

 

（１）八代市立病院が長年にわたり果たしてきた地域医療における後方支援機能と 

しての役割の継承に関すること。 

（２）再編移転した病床の機能に関すること。 

（３）再編移転した病床に係る八代地域の医療機関、介護施設等との連携状況に関す

ること。 

（４）その他前条の設置の目的を達成するために必要な事項に関すること。 

 

これを踏まえ、資料１～３を用いて、『再編移転の理念及び責務』の履行がなされてい

るか判断するもの。 

 

■【資料１】の病床利用率及び平均在院日数について 

再編移転した病床（回復期かつ地域包括ケア病床）がその目的どおりに運用されてい

るか判断する指標。 

＜病床使用率＞ 

医療機関名 令和３年度 令和４年度 

熊本総合病院 ８７．５％ ８７．５％ 

八代北部地域医療センター ９６．０％ ９３．７％ 

 

※事務局意見※ 

いずれも高い数値となっており、両医療機関の特性や機能に応じて病床が利用さ

れたものと推測される。 

 

＜平均在院日数＞ 

医療機関名 令和３年度 令和４年度 

熊本総合病院 ３８．９日 ４３．０日 

八代北部地域医療センター ２６．８日 ２６．３日 

 

※事務局意見※ 

地域包括ケア病床の在院日数の上限は６０日となっており、両医療機関とも適切

な病床運用を実施されていたことがうかがえる。 
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■【資料２】患者数（医療圏別・年齢層別）について 

八代圏域の患者割合や年齢層割合を確認することで、適切な病床運営がなされてい

るかを判断する指標。 

＜八代圏域の患者割合＞ 

医療機関名 令和３年度 令和４年度 

熊本総合病院 ８９．２％ ８６．０％ 

八代北部地域医療センター ９５．２％ ９４．１％ 

 

＜年齢層別患者割合（６０歳以上）＞ 

医療機関名 令和３年度 令和４年度 

熊本総合病院 ８７．０％ ８６．６％ 

八代北部地域医療センター ９４．２％ ９４．５％ 

 

※事務局意見※ 

両医療機関とも八代圏域の患者割合が大きく、また、高い年齢層の割合が大きい

ことから、八代地域の医療機関や介護施設との連携と地域全体の医療向上に努めて

いただいたことがうかがえる。 

 

■【資料３】入院前・退院後の患者の状況について 

地域の医療機関や介護施設との連携や適切な病床運用を確認する指標。 

 

 ＜在宅復帰率＞ 

医療機関名 令和３年度 令和４年度 

熊本総合病院 ８２．８％ ８０．３％ 

八代北部地域医療センター ９０．５％ ８７．４％ 

 

※事務局意見※ 

両医療機関とも、地域包括ケア病棟への入院のほとんどが、院内の他病棟からの

入院であり、後方支援機能であるポストアキュートが機能したとうかがえる。 

さらには、退院後のほとんどが有料老人ホームを含む在宅への退院であったこと

から、地域包括ケア病床の施設基準では、在宅復帰率が７割以上と定められている

ことから、両医療機関とも適切な病床運用がなされていることがうかがえる。 

  

 

 ＜事務局総評＞ 

両医療機関とも八代地域の医療機関や介護施設等と連携を図り、八代地域の人たちが

地域包括ケア病棟を利用し、八代地域で必要な時に必要な医療を受け、住み慣れた地元

八代で安心して暮らせるよう、それぞれの特性に合わせて尽力されておられることから、

基本協定書における「再編移転の理念及び責務」は確実に履行いただいているものと考

える。 
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（２）意見交換 

■熊本総合病院 

 ・資料１について、新規入院患者数は、直接、地域包括ケア病棟に入院された方の

みを拾っている。実際には退院患者数と同数程度の人数になるので、補足させて

いただきたい。 

 ・急性期病床から直接退院という流れは難しく、特に患者家族はリハビリ等を望ま

れる場合が非常に多い。地域包括ケア病床を有したことで、こういったニーズに

対応できていると感じている。 

・ただ、院内の急性期病棟から地域包括ケア病床への流れが多い反面、地元のクリ

ニック等からのサブアキュート患者受け入れは急性期病院の性質上、難しい部分

もある。 

 

■八代地域北部地域医療センター 

 ・地域包括ケア病床があったことで、新型コロナウイルス感染症患者への対応が可

能となった。そういった意味でも地域の医療に大きく貢献できていると感じてい

る。 

 ・病院の特性上、療養期病床が常に満床の状況であるが、地域包括ケア病床を有し

たことにより、これまで退院困難者として療養期病床に移していた方々に対して

も有効利用できており、在宅復帰につながっている。 

 

■熊本県八代保健所 

 ・両医療機関とも、それぞれの特性に応じた病床運用がなされていることがうかが

える。各種資料の数字に大きな変動はなく、引き続き安定した運用がなされるも

のと期待している。 

 

（３）その他 

  ・特になし 


